


今年も新施設で射出成形の検定実施

1級技能士めざし 29人が挑戦
キャリアアップ図る。 2級は平年並み62人

プラスチック工業組合は、職業能力開発協会から受託した平成30年度前期技能検定『プラ

スチック成形・射出成形作業』の実技検定を実施した。検定施設は人材開発支援センターIII

棟「技能検定射出成形室」で 6月28日（木）から 8月 1日（水）までの23日間にわたり、受

検申請した 1級 2級91人が技能士をめざして挑戦した。

続く 8月6日（月）から 2日間の採点審査会では製品を審査し、 8月19日（日）午後の学科

試験を経て 9月28日（金）に合格発表が行われる。

員外企業からの受検者がめだつ

今年度の射出成形作業の実技検定は、合計91

人で、学科だけの受検者は 1級 1人、 2級 2人

の合計 3人にとどまった。

1級受検者は29人（前年度31人） 2級受検者

は62人（前年度74人）で、 1級受検者は高水準

を保ち、 2級は平成23年度頃から毎年急増して

いたが、平年並みに落ち着いた。

実技91人の出身企業は、組合員企業で18社57

人、員外企業は15社34人。員外企業の業種はエ

作機械、自動車部品、映像機器、電機など成形

部門の内製化を図る企業がめだった。

受検者は安全靴に作業帽を着用

実技検定は事前説明の知識説明会、成形機操

作説明会を終わり、土日を除く特定日の23日間、

技能検定射出成形室の電動式射出成形機 2機を

使用して行った。この間、検定期間を前節11日

間、後節12日間の 2節に分け、機器の安全と精

度を保っためメンテナンス日を設けた。

こうした検定実施グループは、産業技術セン

ター指導員と組合員企業の特級・ 1級・ 2級技

能土が集まって組織（検定委員 9人、補佐員12

人）し、交替で業務を実施した。

受検者は安全靴に作業帽を着用し、金型設定

時はヘルメット姿で、 1級は 3時間10分、 2級

は2時間30分を標準に開始した。検定は午前と

作業開始。初期設定して金型を取り付ける
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午後に分け、午前は 2級、午後は 1級が割り振

られ、 1日4人が取り組んだ。

危険防止、クレーン操作は慎重

検定問題は全国共通で、 1級は「指定された

2種類の熱可塑性樹脂を用いて、箱状の成形品

を手順に従って成形 (40X40個）し、成形収縮

率計算票と材料歩留まり率を作成」する。 2級

は「指定された 2種類の熱可塑性樹脂を用いて、

箱状の成形品を手順に従って成形 (20X20個）

し、成形品の寸法を測定する」のが内容。

受検者は成形機の前に立ち、必要事項を確認

し、制御パネルから電源ON、初期の起動設定

など成形準備を次々とこなした。続いでl真重に

クレーンを操作して金型を取り付け、材料樹脂

を投入、成形作業に入った。

成形作業は立ち上り状況を見るショートショ

ット 5個の提出から始まり、規定の成形個数を

検定開始に当たり改めて検定注意事項を聞く

成形開始。デジタル制御盤をチェックする

めざし成形開始した。受検者は材料投入→型締

め調整→スクリュー調整→射出圧力調整ーなど

の設定に気を配り、最後は標準時間内に定めら

れた成形個数を揃えた。

苦心したのは成形不良の改善策

苦心していたのは成形製品の不良対策で①ウ

ェルドマークの適正化②フローマークやくもり

の解消③成形圧力による変形ーなどで、受検者

はデジタル制御パネルの射出速度を上げたり下

げたり、金型や樹脂温度を変更したり、幾度も

入力とチェックを繰り返し、 1級は樹脂当たり

40個、 2級は20個を成形した。

作業は減点方式でチェックする

検定委員・補佐員は、受検者が戸惑うたびに

目を光らせ「クレーン操作は安全に行われたか」

「成形機の安全扉は確実か」「消耗品や工具類は

金型取付けは慎重、検定委員の目が光る

1級は 2樹脂で40X40個を成形して提出
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最初はショートショットの提出。規定の個数を成形すると審査用の連番号が付けられる

正しく使われたか」など、制御パネルの操作に 再生向けに分別回収した。

加えて「作業動作・作業態度」もチェックし、 今年度は検定用成形機が電動式に代わって 3

減点方式で記入していた。 年目の実技検定、受検者の多くはディスプレイ

また、廃プラ対策では樹脂替え時のパージ材、 入力にも慣れて時間オーバーは少なくなり、技

成形時のモチロスや不良品の発生に留意し、即 能士誕生が期待される。

検定委員..補佐員全員が集まり採点審査会を実施
しーコンベヤー方式で成形品を滑らせて基準と照合し判定ー一」

射出成形実技技能検定の採点審査会は 8月6

日（月）から 2日間、成長産業人材育成センタ

ーの多目的研修室で実施した。

審査会は検定委員 9人と補佐員12人に集計業

務の能力開発協会担当者が加わる構成で、実技

受検者91人が製作した成形品を 1個 1個審査し

た。採点方法は 1級受検者2320個、 2級受検者

2480個の成形品を特設テーブルに並べ、コンベ

ヤー方式で滑らせるように審査した。

判定項目を割り当てられた審査担当者は、充

填不良、銀条、光沢不良、フローマークなど20

項目を基準成形品と照合・判別した。

採点結果は実技検定時の作業動作や態度を加

算し、実技検定の採点審査をした。

検定委員・補佐員が一列に並び、受検者の成形品を判定項目こと、順々に審査採点した
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◇事前説明会と確認講習会開く◇

前年度の成績はまずまず

失格者が多い作業時間切れ

工業組合は射出成形の実技検定に先立ち『事

前説明会』を開催し、知識説明と成形機操作の

説明会を行い、検定業務に備えた。また「企業

の機種と異なるので検定機種に慣れたい」とい

う希望が多く『技能確認講習会』も実施した。

成形品を見る目、判断力が大切

事前説明会は会場の都合で 6月5日岐阜産業

会館で開催、 1級 2級の受検者が集まる中で①

検定事業の概要②事故防止③金型の破損防止④

クレーンの取り扱い⑤成形機の操作説明ーなど、

終日テーマごとに説明した。

前年29年度の実技だけの結果は、 1級は31人

受検し 8人合格、合格率はややアップし25.8% 

の成績。 2級は74人受検し31人合格、合格率は

41. 9％となり、 28年度の不振を取り戻した。

実技失格原因はタイムオーバーが目立ち 1級

では30%、 2級では28%もあった。担当者は

「検定作業はすべて減点評価するので“減点ゼ

口’'をめざしてほしい。大切なことは成形品を

見る目、判断力である」と繰り返した。

学科を含めた合格率（技能士）を近県の成績

と比較すると、 1級は岐阜県21.2%、愛知県

19.9%、長野県26.7%、全国平均では22.9%と

なり、岐阜県はますまずの成績。 2級は岐阜県

39.8%、愛知県26.4%、長野県37.2%、全国平

均は36.6％となり、岐阜県は好成績だった。

知識説明会の後、 6月6日から 5日間は検定

会場へ移り、成形機操作の説明（上の写真）を

行った。成形機の前でメーカーの技術者が、金

型の取付けから成形作業まで、受検者の質問に

答えながら基本操作を説明した。

希望者に技能確認講習会を実施

技能確認講習会は事前説明を受けても操作に

自1言がない受検者を対象に実施した。

受検者の希望に応じ

たもので、材料などの

実費は個々に負担して

もらい、 6月13日から

上日を除く 10日間、実

施した。

今年は会場を変え岐阜産業会館で開催した検定の事前説明会

確認方法は先着希望

順に40人が半日交替で

成形機を自由に操作・

確認してもらった。受

講者からは「自信が付い

た」と好評を得た。
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工業組合は「 1・ 2級の技能検定」に続いて「特級技能検定」の受

検者支援を進めていく。特級技能検定は生産現場における管理・監

督的立場の人々の職業能力を評価する検定制度で、職業能力開発協

会が実施している。特級技能士の増加は生産性向上へつながり、企

業はもとよりプラスチック業界全体のイメージ・アップになること

から、組合としても積極的に受検を奨励していくことにした。

職種はプラスチックと金型製作

岐阜県で「プラスチック成形」と「金型製作」

の特級技能検定試験が始ったのは、昭和63年度

後期 (1989) から。その特級技能士第 1号は平

光完治さん（故人・岐阜技研ポリマー（株））で、

毎年、数人が受検し 1~3人合格している。

平成20年 (2008) のリーマン危機後は、マイ

ナス経済環境から立ち直る方策として技術・技

能のレベルアップが叫ばれ、特級と 1級の受検

者が多くなった。平成25年度後期の特級プラス

チック成形では18人受検、 8人も合格した。

特級の受検資格者は 1級技能士

職業能力開発協会のまとめによる県内の特級

の実務経験がある技能士」とされる。現在、プ

ラスチック成形の 1級技能士は、射出成形が

226人、ブロー成形で32人、金型製作では25人、

合計283人にのぼる。

東海地域は自動車・航空機産業が集積し、関

連する成形加工業界は技術・技能の高度化が求

められている。したがって 2級は 1級へ、 1級

は特級へと、技能士のキャリアアップは企業は

もとより業界全体の課題になっている。

受検受付と詳細は工業組合まで

今年度の特級技能検定受検案内は近く発表さ

れる。予定では10月第 1月曜から 10日間、プラ

スチック成形（圧縮・射出、インフレーション、

ブロー）と金型製作の 2職種を工業組合で受付、

技能士は、プラスチック成形で52人、金型製作 受検案内や日程は能力開発協会から受検者へ直

で4人、合計56人に達している。特級の受検資 送される。学科試験・実技試験は31年 2月3日

格は「 1級技能検定合格後、 5年以上その職種 （日）合格発表は 3月15日（日）に予定される。

《検定試験に合格するためのポイント＝過去に出題された問題を確認する》

技能検定試験は職場における実践的な技能を

評価する試験で、職場で日頃行っている仕事や

作業の延長線から間題が作られる。受検に備え

て、事前に過去の試験問題を集めて学習したり、

試験間題を効果的に仕上げる工夫を考え、練習

することも合格への近道といえる。

検定試験は職種が多く、テキストブックや問

題集が販売されていない場合があるので、職業

能力開発協会で前年度の試験問題を閲覧し、受

検をためらわずに活用することが望まれる。

中央職業能力開発協会図書センターでは「特

級技能検定間題集①②」「よくわかる特級技能検

定」（上の写真）はじめ各種の参考書を販売・案

内している。
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パネルとデモ展示で交流を深めるL ◇プラスチック素材ではCFRPとCNFの用途開発を発表◇

岐阜県の各研究機関が研究成果発表会開催J
岐阜県の研究機関は 6月27日、テクノプラザ本館で『複合材料研究成果発表会』、また 7月

5日には成長産業人材育成センターで『IoT講演会と情報技術研究所成果発表会』を開催した。

両発表会とも研究担当者による口頭発表に加えて、会場に研究成果を判り易く解説したパネ

ル展示や試作品のデモ展示が行われ、参加者と研究者は交流を深めた。

新素材を接合、未来の新素材開発
新素材同士の接合技術が進めば、さらに軽量

化と強度を増した新複合材が生まれ、自動車産

工業技術研究所、産業技術センター、ぎふ技 業はじめ各産業に活用されることになる。開発

術革新センターが共催したのは『複合材料研究 のカギは「構造設計」「材料設計」「接合技術」

成果発表会』で、基調講演に大阪大学の平田好 の三位一体による取り組みにあるようだ。

則名誉教授を招いた。講演テーマは「マルチマ

テリアル構造化に向けた接合技術の開発動向」

で、新構造材料研究組合 (ISMA) に携わってき

た新素材複合化と開発の現況を解説した。

近年、革新的なチタン材、アルミ材、マグネ

シウム材、鋼飯、 CFRPなどが相次ぎ開発され

たのを機に、これらの異種材料の接合で、さら

に新しい材料を生み出そうという研究。

研究組合に所属する各社では①チタン／チタ

ン連続接合技術③中炭素鋼接合技術③鋼材／ア

ルミの接合技術④アルミ／CFRP接合技術⑥鋼

材／CFRP樹脂の接合技術ーなど10項目16研究

テーマを開発目標に開発を進めている。

基調講演で新素材複合化と開発の現況を聞く

口頭発表 5、ポスター発表は14

研究成果の発表は各研究者による 5研究テー

マの口頭発表と、 14研究テーマのポスター発表

で、プラスチック素材は CFRP（炭素繊維強化熱

可塑性樹脂）と CNF （セルロースナノファイバ

ー）の用途開発研究が関心を呼んだ。

《口頭発表》①CFRTP （炭素繊維強化熱可塑

性樹脂）製下肢装具の実用化＝県内産官学の連

携開発研究で、成長産業分野向けの試作品を作

るなどヘルスケア機器開発を進めた。

②超音波溶着による FRP-FRP接合技術の開

発＝次世代自動車・航空機部品の製造に必要な

複合材料研究成果発表会のパネル展示会場
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異種材料接合技術の開発をめざした。

③ PPをマトリックス樹脂とするCFRP用繊

維中間材の開発と立体成形＝繊維状中間材を使

用、ニット生地を作製しCFRP平板を試作した。

織物CFRT板に比べ立体成形性に優れていた。

④超音波溶着による金属一金属接合技術の開

発＝純アルミ、アルミ合金、鋼飯、純銅など異

種金属材料の超音波接合を研究し、加振時間と

接合強度などを評価、関連性を把握した。

⑤セラミックスの成形または補強材としての

セルロースナノファイバー (CNF)の利用＝CNF

の利用研究が進んでいる中で、 CNFをセラミッ

クスの成形や補強材としての利用研究を進めた。

試作はアルミナとCNFの複合化で、絶縁碍子、 IC

基版、人工歯材への用途に期待。また、 リン酸

カルシウムとCNFの複合化では人工骨、人工歯

根、骨補填材、歯科用セメントヘの用途が考え

られる。 CNFは少量で成形時のバインダーの役

割を果し、焼成しなくても強度や強靭性を付与

できることが分かった。（次頁にパネル）

情報研 loT活用ビジネスを紹介し研究 を発表
岐阜県情報技術研究所の『IoT講演会＆情報

技術研究所成果発表会』は岐阜県工業会、岐阜

県ITものづくり推進ラボとの共催で開催した。

基調講演では日本電気（株）プラットフォームソ

リューション事業部の溝口富雄エキスパートを

招いてIoT活用ビジネスの現況と将来を間いた

後、 IoT実証事業と情報研の成果発表があった。

企業・組織には絶え間ない課題

講演はIoTの普及により「情報・ヒト・モノ・

コトがつながるデータサイエンスによって新し

いビジネス環境が始まる」と前置きし、企業の

IoT活用事例やIoTで集めたデータの活用とAIに

よる高度化の時代背景について説明があった。

とくに「センサーの低廉化など技術革新によ

情報技術研究所のパネルによる成果発表会場

り、 IoT市場は飛躍的に拡大する」「サービスの

高付加価値化、経営の高効率化が可能となるIoT

時代が来る」「IoT時代の到来で既存事業の効率

化、サービスによる付加価値提供、新規事業の

創出を中心にビジネスは変わる」とくに環境変

化や人口減少などから企業・組織には絶え間の

ない課題が到来するので「IoTとAI（高度分析技

術）によるデータ活用が競争の優位に繋がる時

代になる」と解説していた。

<実証事業報告≫①人の動線推定に関する現

場実証②発泡樹脂成形工場における生産状況の

見える化現場実証（次頁にパネル）の紹介。

<成果発表≫③豚肉色評価装置の開発④照度

差ステレオ画像による外観検査⑤工作機械のデ

ータ収集と状態監視ーの成果発表があった。

講演はloT活用ビジネスの現況と将来を聞く
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研究成果をパネル紹介

L参加者と研究者の交流深める」

岐阜県の研究機関は前年度に実施した研究成

果をポスターパネルに作成、発表会場に展示し

て参加者と研究担当者の交流を深めた。

<複合材料研究の成果発表パネル>

◇高機能コーティングフィルムの開発研究（産

業技術センター）

◇木質バイオマス蒸留液を用いた防菌・防藻製

品の開発（産業技術センター）

◇印刷技術を用いた新規デバイスの開発（産業

技術センター）

◇スポーツ用品への適用を目的としたリサイク

ルCF活用技術の研究（ミズノテクニクス）

◇CFRP製吸音パネルの試作研究（岐阜大学）

◇複合材 3Dプリント装置開発（フドーテクノ）

◇炭素繊維複合材料成形に用いる高機能離型済

の研究開発（中京化成工業）

セルロースナノファイバー(CNF)の補強材利用

◇スポーツ科学に基づく義足用CFRP板ばね足

部に関する研究（今仙技術研究所）

◇CFRP製スプーン開発（鈴木工業）

<情報技術研究の成果発表パネル>

◇インサート成形の高機能金型に関する研究

◇高齢者用安全電動ビークルの開発研究

◇障害者就労のレジ支援システムの開発研究

◇クラウド技術を活用したリモート監視開発

◇IoT技術を活用した予防保全に関する研究開発

◇距離画像センサーによる作業動作の解析研究

◇重負荷作業を解消する運搬補助システム研究

◇身体バランス機能の定量化技術の研究開発

◇灰色かび病警報装置の開発

◇ポインタを用いたカメラ位置姿勢技術の研究

<lTものづくり推進ラボ≫

◇レガシープレス機のIoT導入システム策定

◇IoTを用いたマネジメントシステムの開発

◇スマートフォン連動水栓金具の開発

◇産業向け生産出荷管理システムの構築

汀S1~戚影攣整の自勘如こ病吋て

分析実績を踏まえ］成形甑整の遠隔操作

工場生産状況の見える化でloT実証事業を研究
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10月19日～20日・大垣市体育館で

［岐阜テクノフェア開催
組合から4社と青年部が出展］

隔年開催している『ものづくり岐阜テクノフ

ェア2018』は岐阜県工業会の主催で、 10月19日

（金）から 2日間、ソフトピアジャパンエリア

の大垣市総合体育館で開催する。今回は大垣市

政100周年記念事業の『おおがき未来フェスティ

バル』行事と併催になる。（右は会場と見取図）

岐阜の技を世界のものづくりへ

開催テーマは“夢を実現、いま伝統技術から

先端技術までが集結する”とし、県内外の企業

・大学・研究機関が一堂に集まり、製品、技術、

研究成果を持ち寄り、岐阜の技を県内外のもの

づくり企業へ発信していく。

当工業組合も後援、組合員企業のコダマ樹脂

工業（株）、岐阜プラスチック工業（樹2小間、（株）オ

ンダ製作所、カイインダストリーズ（桐 3小間の

4社と組合青年部が出展（計8小間）参加する。

展示は159小間、出展は96企業・団体。大学

・研究機関で、第 1体育館、第2体育館に分か

れて展示し、第 3体育館はものづくり体験コー

ナーとなる。

第 1体育館は企業ゾーン、進化を遂げる情報

技術、末来を拓くネルギーに分かれ、商談・休

憩所も設けられる。第 2体育館は大学などの研

究機関や業界団体の体験ゾーンが配置される。

ロ岐阜県の発明くふう展開催

10月19日から岐阜マーサ21で一ロ
岐阜県発明協会は10月19日（金）から 4日間、

岐阜市正木にあるマーサ21で『岐阜県発明くふ

う展』を開催する。

展示は一般の部、児

童•生徒の作品と絵

画の部、商標・社標

の部に分かれる。

工業組合も協賛し

プラスチック関連の

発明品を表彰する。
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先進企業視察は11月6日に実施

精密樹脂成形の日進工業（株）

トヨタ博物館から午後に碧南本社へ

工業組合は11月6日（火）恒例の先進企業視

察を実施する。視察先は長久手市の『トヨタ博

物館』と碧南市の『日進工業（株）』で当日午前8

時30分岐阜産業会館前出発を予定している。

エンプラの精密自動車部品工場

午前中はトヨタ博物館で、 50同年記念講演講

師・布垣直昭さんが館長を務める日本最大の自

動車博物館で、約 1時間の駆け足見学となる。

昼食の後、衣浦臨海工業地帯の日進工業（株）本

社工場を視察する。

同社は昭和20年の創業（長田和徳社長、資本

金9900万円、従業員256人）で自動車部品の精密

樹脂成形の加工、組付、溶着が主力事業。近年

は樹脂化の拡大に応えるエンプラの成形技術・

高強度成形技術開発に努め、とくに小型・高精

度樹脂部品を提供し、自動車の進化に貢献して

きた企業である。

本社工場視察に続いて対岸の武豊富貴工業団

地へ移動して、平成27年に完成して間もない武

豊工場を視察する。工場はスーパー・エンプラ

成形の無人化量産工場で、成形加工の新分野を

切り開いた視察研修先として期待できる。

碧
南
市
の
日
進
工
業
昧
本
社

自社の強み見い出し、

□—組合青年部が今年も
付加価値高い製品開発めざす

「組合支援事業」に取り組む―」

工業組合青年部（武藤修平部長）は今年度も

中小企業団体中央会補助事業の指定を受け『組

合等支援事業』に取り組み開始した。

テーマは「商品開発のプロセス勉強会～売れ

るものづくりとは」で、前年度と同様に異業種

交流をめざすことから下石陶磁器工業協同組合

青年部有志の参加を得て、若手経営者の場から

商品開発に取り組んでいく。

異種材組合せる企業連携も研究

事業は 7月24日に第 1回会合を開催、講師に

闊ソルトコ代表の福嶋賢二さんを招き、研究課

題を「抱えている課題を明らかにし自社の強み

を見出す」として①自社の技術②業界の状況把

捏と分析ーを行い、商品開発に生かしたい自社

技術を見い出す方法で指導を受けた、

第 2回は 8月20日に開催、自社の理想を掲げ

てマーケットの実情を踏まえながらポジション

を確認し、開発ターゲットを定めた。

第3回は 9月に予定し、青年部員相互が連携

しながら商品開発目標を定めることにした。

岐阜県のプラスチック

2018年第233号
平成30年9月 1日発行

発行岐阜市六条南2丁目11番地 1号

（岐阜産業会館4階）

電話 (058) 2 7 2 - 7 1 7 3 

FAX (058) 2 7 6 - 1 5 2 5 

岐阜県プラスチック工業組合

発行責任者岩津文子
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1 中小企業庁の情報発信 ／I 

旧11]＂沿蔦

l中小企業庁 旧璽置星〗ヽ

中小企業施策に関する最新清報をはじめ、金融・税制などの情報や助成金の公募
状況、関連イベントの開催清幸翫などを提供しています。
パンフレットやチラシなどのネット申込みやダウンロードも可能です。

携帯電話で中小企業施策情報にアクセス！
新着情報はもちろん、外出先でも役に立つ情報
が手軽に入手できます。モバイル中小企業メー
ルマガジン（水曜日配信）もぜひご登録ください。

各種冊子については、中小企業庁のサイトにて直接お申し込み
ください。その際、中小企業支援機関以外の方については送料
をご負担いただいておリます。発送スケジュールがあリますので
サイトをご確認ください。個別発送は行っておリません。

〒100-8912 東京都千代田区霞ヶ関1-3~1 中小企業庁 広報室 03-3501-1709 

、P日本ポリプ□株式会社
〒108-0014 東京都港区芝4丁目14番 1号 TEL03-6414-4500 
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平成30年第1回

（ 
•一•一・一•一零ー•一・一•一•一•一雰｀

・製造業に関する下請法クイズを作ったよ！ ＞ 
I 
鬱 下請法って何？という人も，

l是葬一度テャレンジしてみてね！ ． 
I 

ヽ·ー・一•一・一・ー・一・一•一•一•一・
ノ

悶；知の取引が．下請滋の適用対象となるか否かの観点から．正しい判断
をしていれほ0を．誤った判断をしていれほXを付けてください。

D社（資本金1億円）は，他社から機械の修理を請け負うものの，その修理を自

社では行わずに，全てE社（資本金 800万円）に委託している。 D社とE社の委託

取引ば D社が自ら修理を行っていないが，下請法の適用対象となる。

Z| ；知の親事業者の行為について．下請滋に競らして問題ない行為であれ

ほ0を．問題ある行為であれ閤Xを付けてください。
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璽

鵬

躙襲朧鵬鬱讐馨鱈讐璽瓢璽

親事業者は，玩具の製造を委託していた下請事業者に対して受領して受入検

査に合格した後になって仕様が変更になったとして追加で加工をさせたにもか

かわらず下請事業者が追加の加工に要した費用を負担しなかった。
鵬 鵬.------------------------------------.... 鯛

瓢

鵬＇徊nい答え 〇
，識

謳

疇 ' ’!1111
: I 物品の修理を業として請け負う事業者がその修理行為の全部又は一部を他の事業者に委託する I 疇

鵬 9 ことは「修理委託」に当たります。設問のように，他社から業として修理を請け負っている場合に 9 鵬

疇 1 ば自社でその修理を全く行わなかったとしてもその修理を再委託すれば「修理委託」に当たり I 闊

鵬

疇

疇 9 ます。 I 霞
躙 I I 疇

霞 I I : 

: i 両配〗答え X i鬱
謳

疇 1 9 
疇 下請事業者の責めに帰すべき理由がないのに，下請事業者の給付を受領後にやり直しをさせるこ 鵬

疇 とにより，下請事業者の利益を不当に害すると，「不当な給付内容の変更又は不当なやり直しの禁止」
l麟

瓢 ' ’ 瓢

纏
（下請法第4条第 2項第4号）の規定に違反します。設問のように，親事業者の都合（仕様の変更） 塵

＇ 讐 で給付の受領後に，追加的な作業を行わせた場合に，追加加工に要した費用を親事業者が全額負 鵬

疇 ’ 担しないことは，下請事業者の利益を不当に害することとなり，当該規定に違反します。 I 疇
瓢 I I 瓢

------------------------------------霞瓢

鵬
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瓢
疇

響

瓢

疇

瓢

疇
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躙

鵬
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••···························· -----------------------・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・--・--・--・・・・・・・・--・・・ 
.： •• 

ぶ●゚ 公正取引委員会中部事務所では，他にも様々な下請法クイズをホームページに掲載 ； 
．．．．． ； していますので，是非ご覧下さい。 i 
i ⇒https://w輝 jftc. go. jp/regionaしoffice/chubu/oshirase.html#cmskuizu i 
•。．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．璽．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．鬱．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

お問い合わせ先 公正取引委員会事務総局中部事務所 ド請課

電話 052-961-9424（直通） FAX 052-971-5003 

ホームページ https://www.jftc.go.jp 
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